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Premium Textile Japan 2018 Spring/Summer  

  

 

 

 

 

 

【開催報告】 

◇ 日 時 ：2017 年 5 月 9 日（火）～10 日（水）（10:00-18:30/18:00） 

◇ 会 場 ：東京国際フォーラム  ホール E（展示ホール） 

◇ 来場者 ：バイヤー及び招待者限定 [入場無料] 

◇ 出展者 ：書類及びスワッチ審査を通過した厳選出展者 （団体不可） 

◇ 主 催 ：一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構 （JFW） 

◇ 後 援 ：経済産業省  独立行政法人中小企業基盤整備機構  独立行政法人日本貿易振興機構   

一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会  日本繊維輸入組合 日本繊維輸出組合 

 

国内外の有力バイヤーとサプライヤーが集まるテキスタイル商談会 Premium Textile Japan (PTJ)2018SS は、5 月

９、10 日に東京国際フォーラムで開催された。今回で 13 回目を迎える PTJ は、過去の好評な開催実績を背景に、

今回も過去最多の応募申し込数を更新。会場も昨年に続きホール E1（3,000 ㎡）を使用する事で、過去最多とな

る 95 社が出展。特に今回は新規・復活出展が過去最多の 14 社を数えた。国内の衣料市場が、かってない程に厳し

い状況の中、PTJ に活路を見出そうとする出展者の積極的な姿勢が顕著だった。 

また、来場者も大手アパレルや独立系のデザイナーメゾンは勿論、繊維流通の重要な担い手であるコンバーターや商社

のキーパソン、インテリア雑貨や通販・小売りの PB 担当者など多彩な業種のバイヤーが新たな商材とアイデアを求めて来

場した。今回も総来場者の内、バイヤーは約 83%と高い比率を維持している事が示す通り、PTJ は“真剣なテキスタイ

ル・ビジネス商談会”として定着し、業界にとって最も重要なイベントとなっている。 

 

□ 出展者数：95 件／128.6 小間 （PTJ2017SS 実績：94 件 ／122 小間）  

＜A ゾーン＞ 短繊維（コットン、麻、ウール、複合）      ： 39 件／52.1 小間 

＜B ゾーン＞ 長繊維（化合繊、シルク、機能素材、複合）： 22 件／33.5 小間 

＜C ゾーン＞ 染色・後加工、プリント、刺繍・レース、皮革   ： 21 件／25.5 小間 

＜D ゾーン＞ 服飾資材、アクセサリー、ニット、撚糸        ： 13 件／15.5 小間 

＊内 海外出展：9 社／9 小間 （イタリア、韓国、中国、タイ、トルコ）   

＊内 新規/復活出展：14 件／19.5 小間 

＊外 メディアスタンド：2 件／１小間 
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□ 来場者数：5,813 名（昨年対比：97％） 

＜内訳＞ アパレル・小売： 2,562 名、 問屋・商社： 2,288 名、  

PRESS：70 名、 主催関係者：63 名、 Visitor：830 名 

 

○ VIP 来場者 

・   経済産業省 製造産業局 糟谷局長、土田審議官   

・ 海外需要開拓支援機構  大田社長 

・ 日本繊維産業連盟  鎌原会長、上田副会長 

・ 日本アパレル・ファッション産業協会 廣内理事長 

・ タイ国大使館 タッテイヤー・スチンダー公使、サリック・ウボンバーン公使参事官 

・ 東レ㈱ 代表取締役 日覺社長、橋本副社長、大矢専務、下村相談役  

 

■ トレンド・コーナー＆インデックス・コーナー 

毎回、来場者で賑わう TREND&INDEX コーナー。今回の施工は、あえて壁面 

で仕切らずに SS シーズンらしく光りと風を感じるエアリーな空間を演出。中央に 

TREND コーナー、両サイドに INDEX コーナーを配置し通り抜けやすさを考慮。 

また、素材展示法もハリ感・落ち感などの風合いがより感じられやすい“吊り”を主 

体に構成し、TREND＆INDEX 全体で 937 点の素材（一部副資材）を展 

示し来場者を迎えた。 

 

＜TREND 展示点数：673 点＞  

◇ ときめのスキャット －Crystal Jazz Scat －：163 点 

◇ 自然へのオマージュ －Homage to Nature －：168 点 

◇ 祭りの後先 －Festive Flows － ：172 点 

◇ 日々のしつらえ －My Daily Ritual －： 170 点                       

＜INDEX 展示点数：264 点＞ 

A ゾーン：114 点 、B ゾーン: 57 点、 C ゾーン：57 点、 D ゾーン：36 点  

   

■ 関連プログラム   

□ Textile Workshop ～日本の素材を学ぼう！～  

◇ 開催日時 : 2017 年 5 月 9 日（火）～10 日（水） 各日 10：30～（60 分）  

◇ 開催場所 : PTJ 会場内の特設レクチャールーム 

◇ 受講者 : アパレル・服飾雑貨メーカー、小売り、デザイナーメゾン等に勤務し、商品企画・素材仕入れに携わる 

職歴５年未満の若手社員  ※学生不可 

 

◆ テーマー素材（産地）：講師 

○ 5 月 ９日：素材－プリント （京都） 講師：㈲久山染工 専務取締役   久山 健作氏 
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講演内容：創業当時は問屋 1 社で売上の 9 割を占めたが、問屋機能の低下、アパレルからの別注依頼の増加により、

2002 年の JC出展以来、アパレルとの直接取引が増加。現在、海外メゾンで評価の高い特殊加工を説明。更に、「京

都には手捺染、オートスクリーン、インクジェット、転写プリントがあり、蒸し業者など周辺の加工業も含めて成り立つ」と分

業についても解説した。 

○ 5 月 10 日: 素材－トリコット（北陸） 講師：福井経編興業㈱ 商品企画課  山本 延広氏 

講演内容：当社は全国の経編生産の 2 割を占め、ファッション用途以外に産業資材、自動車関連の売り上げが高い。

経編みにはトリコットとラッセルがあり、それぞれの主な用途と特徴を解説。TV ドラマ「下町ロケット」に登場した桜田経編

のモデル企業と知られ「放映以来、知名度が上がった」、「資料室には創業以来の 35,000 点のサンプルがあので、ぜひ

見に来て欲しい」と語った。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 有力アパレル・バイヤー招致 ＜ビジネスマッチング＞  

今回の PTJ では中国の有力アパレル・メーカーを招きビジネスマッチングを行った。「日本素材への関心が高く、使用実績

があり、元気な企業」を基準に厳選したアパレルを招聘。参加企業は「ICICLE」で国内外に広く知られる上海之禾時

尚実業（シャンハイ・ジーハー）、急速に勢力を拡大させているネット通販専用ブランド「DADINKOWA」を擁する青島

紫墨（チンタオ・ズーモー）、新興の中高級ブランド「neoen」を擁する上海弄影時装（シャンハイ・ノンイー）の 3 社。 

会期中、熱心に商談を重ねた彼らに忌憚のない意見と感想を求めた。 

・Intertextile 上海の「Japan Pavilion」に出ている素材とは違う日本素材に数多く出会えた。特に産地企業の独自素材

に魅力を感じた。今回は非常に貴重な機会となった。 

・日本素材を使ったワンピースとシャツが現在の売れ筋になっている。海外素材はイタリアと日本素材を使っているが、今回展を

契機に、今後は日本産の比率が高まりそう。 

・個人的には日本の合繊素材の魅力を感じるが、中国の消費者は天然素材が好むので、今回も天然素材を中心に見た。

改めて日本の加工技術の素晴らしさを実感した。 等のポジティブな感想がある一方 

・日本らしい和柄を探したが、見つからなかった。 

・中国語の通訳が付いたが専門用語は解らないので英語で質問した。ただ、殆どのブースで英語でのコミュニケーションが取れ

ず発注を断念した。品物も値段も OK だが、PTJ ではエキスポーター（又はエージェント）が帯同しないと商売は難しい。 

など、日本の産地素材の弱点と課題が改めて浮き彫りになった。 

 

 

 

 

 


